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： 約3,000人
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▼⼟地利⽤内訳

▼航空写真（施⾏前：昭和58年） ▼航空写真（施⾏後：平成11年）
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本地区が位置する枚方市の東部地域は、枝状に延
びた市街化区域の東端部に残された空閑地にありＪ
Ｒ学研都市線の複線化という好条件も加わって、市
街化のポテンシャルの高い地域であります。このよ
うな状況のもとで、枚方市東部地区整備の核として
位置付けられる本事業は「良好な住宅・宅地の供
給」というに留まらず広域幹線道路や近隣公園など
の市東部地域の都市基盤となる「公共施設の整備改
善」あるいは、市東部地域の「居住環境整備の先
導」という広域的な役割をも担っています。
また、本地区は、関⻄⽂化学術研究都市の研究開

発拠点の一つである「津田サイエンスヒルズ」とと
もに「津田地区」を形成しており、学研都市の「住
宅ゾーン」として新しい枚⽅のまちづくりの⼀端を
担う重要な地区です。


